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マーチャント・バンカーズ（株） 
2022年3月期決算・補足説明資料 

東証スタンダード（コード：3121） 

2022年5月13日 

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
皆様、初めまして、８月12日より当社社長となりました小貫英樹でございます。本日は、弊社2022年３月期第1四半期のオンライン説明会をご視聴いただき誠にありがとうございます。まず、私の略歴を簡単にご紹介いたします。私は、1989年に日大理工学部を卒業後、映画製作に携わり、主に香港映画を海外のスタッフと企画・製作するプロデッューサーをやっておりました。2006年に独立し現株式会社東京レイダースを創業し、2016年に当社取締役にも就任し、事業の再構築に携わり今日に至り、８月12日より、代表取締役を拝命されました。私の得意分野は、エンターテイメント分野で、海外を含めた新たなコンテンツビジネスモデルの推進を進めてきております。ｴｽﾄﾆｱにおける暗号資産取引所のAngooFintechの運営、子会社のNasadaq Baltic市場への上場、不動産テック、医療テック、NFTの推進も社内メンバーと共に推進してきております。今後は、既存の不動産・企業投資事業に加え、DX化の最先端を走るｴｽﾄﾆｱの政府・企業との連携を図ったテック事業の推進、エストニア企業とのM&A・アライアンスによるネット通販の拡大、日本コンテンツ・製品のグローバル販売等を推進し、当社の新たな成長ドライバーを育成していきたいと考えております。それでは、スライドに沿って、ご説明してまいります。



2022/3期 決算損益サマリー（大幅増収・増益） 
• セグメント別利益は、ﾏｰﾁｬﾝﾄ･ﾊﾞﾝｷﾝｸﾞ事業が594百万円（前期比+18.9％）、 
               ｵﾍﾟﾚｰｼｮﾝ事業が▲61百万円（前期▲105百万円） 
• 大幅増収に加え、販管費を抑え、営業利益は335百万円、経常利益218百万円、当期純利益70百万円 
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（百万円） 2021/3期  
 実績 

構成比 
 ％ 

2022/3期 
 予想 

2022/3期 
通期実績 

構成比 
 ％ 

予想比 
 ％ 

前期比 
 ％ 

売上高 1,635 100％ 2,650 2,720 100％ ＋2.6％ ＋66.3％ 

ﾏｰﾁｬﾝﾄ･ﾊﾞﾝｷﾝｸﾞ 986 60.3％ 1,950 2,080 75.7％ ＋6.7％ ＋161.9％ 

ｵﾍﾟﾚｰｼｮﾝ 649 39.7％ 700 640 23.5％ ▲8.6％ ▲1.5％ 

営業利益 219 13.4％ 450 335 12.3％ ▲25.5％ +52.4％ 

経常利益 132 8.1％ 350 218 8.1％ ▲37.4％ +64.8％ 

当期純利益 ▲44 - 230 70 2.6％ ▲69.2％ 

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
第1四半期のｾｸﾞﾒﾝﾄ含む業績サマリアーです。セグメント別利益は、ﾏｰﾁｬﾝﾄ･ﾊﾞﾝｷﾝｸﾞ事業が381百万円（前期比+547.2％）、ｵﾍﾟﾚｰｼｮﾝ事業はホテル事業の撤退の影響が大きくありましたが、赤字幅は縮小しておりセグメント利益で▲16百万円（前期▲53百万円）となっております。増収に加え、販売管理費を抑え営業利益は301百万円、経常利益287百万円、当期純利益217百万となりました。



2022年3月期 決算総括 
■ 業績面：  
①マーチャント・バンキング事業： 好調に推移し全体業績を牽引！ 
第1四半期に、営業投資有価証券として保有する CN Innovations Holdings Limited の売却に加え、函館市の福祉施設の売却が進み、売上・
利益貢献となった。第2四半期には、大阪市天王寺区収益用マンション、第4四半期には、札幌市中央区収益用マンションを売却。 
これら資金回収により、収益不動産の取得による安定的家賃収入の拡大に加え、不動産開発や不動産ブジッジ案件、連結貢献できる企業Ｍ＆Ａを
積極推進し、収益力を向上する。 
②オペレーション事業：収益性改善し、赤字幅の大幅縮小！ 
既存給食事業等のオペレーションは堅調に推移。子会社ケンテンの店舗でのプロモーション販売・ブルーポートホテル苅田北九州空港など、通期にわたり、
コロナの影響受けるも、赤字幅を縮小し、2023年3月期に黒字回復予定。 
 
■ 新中期経営計画を推進中！ 2024/3期目標：売上高30億円、営業利益10億円（8/3日に修正発表） 
1）マーチャント・バンキング事業 （売上高計画 21/3 期 9.3 億円 → 24/3 期 30 億円）  
  ・不動産投資・企業投資事業：安定的な居住用の賃貸収益物件の積み上げと、ブリッジ案件・開発案件への取り組み 
2）オペレーション事業 （売上高計画 21/3 期 6.5 億円 → 24/3 期 7 億円）  
  ・給食事業を中心に各商業店舗のオペレーション事業による利益貢献 
  ・ネット販売事業：既存商材に加え、NFT活用のお宝グッズのネット販売で売上拡大を図る 
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
第1四半期の総括をご説明いたします。まず、業績面におきましては、マーチャント・バンキング事業は 好調に推移！営業投資有価証券として保有する CN Innovations Holdings Limited の売却に加え、函館市の福祉施設の売却が進み、売上・利益の大幅な貢献となりました。第2四半期に入り、大阪市天王寺区収益用マンションを売却し、これらによる資金回収により、収益不動産、連結貢献できる企業Ｍ＆Ａを積極的に推進してまります。ブロックチェーン事業は、ＮＦＴ売買プラットフォームの正式オープンを2Ｑに行いました。オペレーション事業は、収益性改善が進んでおり上期には黒字化を目標としております。既存の給食事業等のオペレーションは堅調に推移、新型コロナ禍の影響を受け、唯一自社でオペレーション中のＲホテルイン北九州は黒字で推移。引き続き収益改善を継続中です。子会社の催事販売のケンテンは堅調に推移しております。新中期経営計画を現在推進中で、足元の業績また、事業区分の若干の変更を８月30日に発表いたしました。詳細は、後ほどご説明してまいります。



四半期毎の売上推移 
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20/11末ホテル事業撤退 

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
四半期毎の売上高推移です。上段が、四半期毎の売上高、下段が累計売上高となります。新型コロナ禍の影響で、昨年はホテルオペレーション事業に大きく影響が出ましたが、今期はホテル事業からの撤退でオペレーション事業の落ち込みをマーチャントバンキング事業の進捗でコロナ前以上の売上高を計上できております。



四半期毎の営業利益の推移 

30  6  

114  
65 

-39  4  32  

345 
301  

28  

-21  

27 

-100

0

100

200

300

400

1Q 2Q 3Q 4Q

四半期営業利益 2019年度 2020年度 2021年度 
（百万円） 

30  36  

150  
215  

-39  -35  3  

600  

301  329  308  335 

-200

0

200

400

600

800

1Q 2Q 3Q 4Q

四半期累計営業利益 
2019年度 2020年度 2021年度 

5 

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
同様に、営業利益においても、1Qで大幅な利益計上を果たすことができております。ご覧の通り、当社の売上構成、利益構成の推移は、どうしても期末に向けた下期偏重の傾向がありますが、今期においては、不動産投資、企業投資の回収が1Ｑから順調に推移しております。



マーチャント・バンキング事業 
（当社安定収益源の賃貸マンション） 

■2022/3期は、収益不動産3物件を売却 
■営業投資有価証券の売却 

→ 合計14.5億円 
■全国に22棟の不動産賃貸ビル保有 
（約100億円） 
■年間家賃収入（約6億円、5～6％利回り） 

→ 収益物件取得により、年間10億円体制目指す 
■賃貸マンションが中心でコロナ禍の影響無し 
■引き続き、積極的に、優良物件をリーズナブルに購入 
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
マーチャント事業の売上高とセグメント利益をご説明いたします。当社は、全国に25棟（約100億円）の不動産賃貸ビルを所有し、年間約7億円の家賃収入を上げております。ほとんどは、レジデンス賃貸で、新型コロナ禍の影響は全くなく、安定的な収益源となっております。中期経営計画に沿って、収益物件の一部売却と物件の入れ替えを進めております。また、企業投資部門において、香港企業に投資していた株式投資の回収もあり、1Q�のマーチャントバンキング事業の売上高は1,057百万円、セグメント利益で381百万円を計上しております。



オペレーション事業（赤字額の縮小） 

■新型コロナ禍の影響を受け、    
ホテルオペレーション事業より撤退 
自社物件の「ブルーポートホテル苅田
北九州空港」は自社オペレーションに
よる収益力強化のうえ、売却予定 

北九州空港至近、北九州工業地帯内立地 
福岡県京都郡苅田町苅田3787－61 

■愛媛大学医学部附属病院  
給食事業 

■子会社（株）ケンテンは東急、ＪＲ東日本、イオンモール等
の商業施設内の店舗、催事場での期間限定店舗の企画・販売を実
施。コロナ禍でのニーズ拡大。インターネット販売を強化。 

（百万円） 

7 

649 667 

-105 
-61 

-200
-100

0
100
200
300
400
500
600
700
800

2021/3期 2022/3期 

売上高 セグメント利益 

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
ｵﾍﾟﾚｰｼｮﾝ事業は、ホテルオペレーションにおいて、新型コロナ禍の影響を受け11月末をもって完全撤退、一部保有する北九州エアポートについては、売却する方針です。ｵﾍﾟﾚｰｼｮﾝ事業の愛媛大学医学付属病院の給食事業はコロナ禍の影響を受けることなく順調。また、子会社ケンテンは、コロナ禍で催事の少ない商業施設からのオファーが多くあり、順調に事業拡大しております。結果、売上高は170百万円（前期比+43％）、セグメント利益は▲17百万円の赤字となっておりますが、第2四半期中には黒字化を目指しております。
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トッピクス１（滋賀医科大学との提携） 
株式会社バイオジップコード設立のお知らせ 
（滋賀医科大学との共同研究講座設置に向けて） 

滋賀医科大学との産学連携による糖尿病
治療薬開発に関する基本合意のお知らせ 

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
第1四半期のトッピクスですが、まずは、私小貫が新社長として、事業の執行を推進してまいります。小船は、引き続き取締役として、ネット通販事業の拡大・推進を行ってまいります。新たに、エストニア企業に対する日本向け投資やＭ＆Ａに関するアドバイザリー事業を開始し、すでに具体的な案件への着手を進めております。加えて、エストニアテレビ局向けの日本の映像コンテンツ販売の取り組みも開始しております。ｴｽﾄﾆｱは、非常に親日で日本の文化やコンテンツ・日本製品にも非常に購買意欲の高い国で、エストニアを中心とした欧州から世界のコンテンツ発信の拠点となるように事業推進を図っていく考えです。
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トッピクス2（収益物件の取得と売却） 
大阪府八尾市の賃貸マンション 
「コルティーレ緑が丘」取得のお知らせ 

販売用不動産の売却に関するお知らせ 

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
また、StudioMakyu社とのブロックチェーンセキュリティに関する業務提携推進。また、香港子会社で発行したMBK　COINのｴｽﾄﾆｱ暗号資産取引所Angoo　Fintecでの取り扱いを開始しております。
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トッピクス3（不動産事業、投資事業強化） 
上場株式を対象とした投資事業強化に関するお知らせ 新築マンション開発事業に関する取組みのお知らせ 

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
また、StudioMakyu社とのブロックチェーンセキュリティに関する業務提携推進。また、香港子会社で発行したMBK　COINのｴｽﾄﾆｱ暗号資産取引所Angoo　Fintecでの取り扱いを開始しております。
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トッピクス4（ネット販売事業強化） 
ＳＤＧｓへの取組みとしてNFT LaFanにおけるパラリンアート作
品プレミアム販売開始のお知らせ 

株式会社ケンテン ラファン本店サイトのグランドオープンの
お知らせ ～「KENTEN×LaFan」コラボ商品を中心に商品展開～ 

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
また、StudioMakyu社とのブロックチェーンセキュリティに関する業務提携推進。また、香港子会社で発行したMBK　COINのｴｽﾄﾆｱ暗号資産取引所Angoo　Fintecでの取り扱いを開始しております。



貸借対照表 
単位：百万円 2021年3月末 2022年3月期末 

流動資産 1，021 1,358 

現預金 523 1,056 

受取手形及び売掛金 67 69 

投資有価証券・販売用不動産 303 10 

その他 128 223 

固定資産 9,504 9,488 

有形固定資産 9,262 8,871 

無形固定資産 43 43 

投資その他の資産 190 573 

総資産 10,517 10,847 

流動負債 486 925 
買掛金 31 35 
短期借入金 307 753 
その他 148 136 

固定負債 6,558 5,794 

長期借入金 6,486 5,723 

その他 72 71 
純資産 3,473 4,127 

株主資本合計 3,468 4,123 
その他包括利益累計等 ▲18 3 

負債純資産合計 10,517 10,847 

●自己資本比率32.8％ → 38.0％ 
 
●長短借入金6,477百万円 
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
次にバランスシートについてですが、不動産売却、企業投資の回収により、現預金が期末の523百万円から、1,481百万円に大幅に現預金が増加しております。これにより、新たな投資に回す資金を確保しております。自己資本比率は32.8％から33.2％へ改善しております。長期の借入金は6,491百万円で、固定資産の賃貸収益物件の購入時の借入金として、長期弁済での返済を進めております。ネット利回り5％程度に対し、金利2％前後で元利金返済を長期に進めております。



通期（2023/3期）業績予想 

（百万円） 2022/3期  
実績 

構成比％ 2022/3期 
上期計画 

2022/3期  
通期計画 

構成比％ 前期比 
％ 

売上高 2,747 100％ 1,000 2,750 100％ +1.1％ 

ﾏｰﾁｬﾝﾄ･ﾊﾞﾝｷﾝｸﾞ 2,080 76.5％ 650 - - - 

ｵﾍﾟﾚｰｼｮﾝ 640 23.5％ 350 - - - 

営業利益 335 12.3％ 250 500 18.2％ +49.2％ 

経常利益 218 8.1％ 200 360 13.1％ +64.4％ 

当期純利益 113 2.6％ 130 230 8.4％ +102.0％ 

■ 新型コロナの影響はワクチンの普及により下期以降に経済活動の回復を見込み、オペレーション事業におけるホテル
オペレーションの撤退による減収をマーチャント・バンキング事業の成長でカバーし、増収・増益を計画。 
■各段階利益も前期比で二桁増益を計画。 
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
通期の業績予想についてですが、期初発表数値と変えたおりません。連結売上高25億円、営業益6億円、経常利益5億円、当期純利益3億円を目指しております。配当についても2円の配当を計画しております。3Q時点での業績の進捗では通期業績達成にはハードルが高いですが、とにかく全力で達成向けて努力してまいります。3Ｑでの黒字化、マーチャントバンキング事業における不動産の一部売却、暗合資産交換所運営にかかわる手数料収入の売上計上にて通期業績達成に向けた努力をしております。



株主還元＆配当方針 
• 今期自己株取得を実施：36百万円（発行済株式の0.43％、1.3円分/株） 
• 安定配当を前提に、成長への内部留保と株主還元の継続性を基本方針 
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自己株取得 

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
配当方針についきましては、安定配当を前提に、成長投資に向けた内部留保と、継続的な株主還元を基本方針としております。中期経営計画の最終年度には、配当性向30％以上を目指しております。今期におきましては、自己株取得を実施しております。金額は、36百万円（発行済株式の0.43％）分を取得しております。



【 お問 い 合 わ せ先 】  
 
マ ーチャント ・バ ンカ ーズ 株 式 会 社  
代 表 取 締 役 副 社 長 Ｃ Ｆ Ｏ 兼 財 務 経 理 部 長  
髙 﨑  正 年  
Ｔ Ｅ Ｌ ： 0 3 - 6 4 3 4 - 5 5 4 0   

■本資料の注意点 
 
本資料は当社をご理解いただくために作成されたもので、当社への投資勧誘を目的としておりません。投資に関する決定は、ご自身のご判断において
行われるようお願いいたします。本資料に掲載されている業績見通し、中期計画、その他今後の予測・戦略等に関わる情報は、現時点で入手可能
な情報と合理的であると判断する一定の前提に基づき当社が予測したものです。実際の業績は、様々なリスク要因や不確実な要素により、業績見
通しと大きく異なる可能性があります。本資料中の情報によって生じた影響や損害について、当社は一切責任を負いません。なお、いかなる目的であ
れ、本資料を無断で複写複製、または転送等を行わないようにお願いいたします。 

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
以上で、マーチャントバンカーズ、2022年3月期　第1四半期決算報告並びに新中期経営計画の修正内容にについてご説明させていただきました。ありがとうございました。
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